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作品№ 株式会社 アイシン
1101              安城⼯場

作
品
名

ボルト切り替えレバー
アピールポイント

確実に

⼈の⼒

改
善
前

作
品
概
要

製品に締付けるボルトを取るが、必要以上に取れてしまい取りすぎたボルトは箱に戻すﾑﾀﾞな作業発
生していた。そこで、トイレのレバー動作をﾋﾝﾄとし必要本数が出る切出し機を考案しﾑﾀﾞを無くし
た。
私たちの工場では一つの工程で締付ける本数が多いため一つの可変式装置で2本・4本を取出す装置
を製作しました。
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作品区分 作品の種類
⾃社開発機器 改善現物

動⼒源 ⼒の伝達機構
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様式１_f

《ボルト締め付け作 毎サイクル置き場からボルト取出し、製品に締付ける

問題点
手作業による戻し作業

のムダ工数が発生！！１．ボルトを取

大体の数を取り出す

２．本数を数える

手（目視）で数える

余分に取る→戻す

少ない時は小（右）に多い時は大（左）
に移動させられ『トイレのレバー』をヒ
ントに考案
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◆員数管理の工夫点
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4個の時
前後異なる形状

こだわり

昇降部
2個の時

工夫点

①ボルトの取出し方法をレバー式にした

②前後の昇降部を異なる形状にし

左右のレバーでボルトの取出し数を変えた

◆ボルト取出し作業時間の低減
0.03分/台 × 408000台（年間生産台数） × ３０円/分 年間効果金額 367千円/年間


